
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

　100年前、クリスマスの第一次世界大戦の戦場で、ある一人
の兵士が “きよしこの夜” を歌い始めました。その賛美が、戦
場にいた敵の兵士たちの心をも変えていきました。憎しみと怒
りに満ちていた戦場に、愛と喜びが生まれたのです。そして、
つかの間でしたが、和解が生まれました。あなたは、人生とい
う戦場で痛みの中にいるかもしれないけれど、“きよしこの夜”
を歌い始めると、あなたの心に光がともされるのです。赦せな
かった人を赦さなければ、という思いになるのです。しかし、
それは私たちの心ではできません。それは過去があるからです。
イエス・キリストは、その過去をすべて取り去るために、あな
たのために、十字架にむかっていきました。イエス・キリストは、
くぎづけにされた十字架のうえで、人を指ささず、人のせいに
せず、「主よ、彼らは何をしているかわからないのです。彼ら
の罪をゆるしてください。」と祈ったのです。私たちが本来し
なければいけないことをされたのです。そして、あなたの心の
闇をおろして、過去にとらわれず、戦争のような人生の中で、
私に歌え・・・、と言われています。

全本みどり

来週の奉仕者
（１月８日）

今週は…ヤコブ１:1～ヤコブ４:1７

　～リビングライフより～

「両手を広げて受け取ります」「両手を広げて受け取ります」

チャーチミーティング

（ ２０２２年１２月２５日 ） 

（要約者：秋山 恭子）

14:00~ 成人のお祝い
特別集会

昨日のリビングライフで「創造主を恐れ、 その命令を守りなさい ( 伝道者
の書 12:1～14)」が語られました。老年期は、死について考える時期です。
伝道者は、老年期を、わざわいの日、「何の喜びもない」と言う年月、太
陽や月や星が暗くなる日などと表現し（1～ 2 節）、「あなたの若い日に、
あなたの創造者を覚えよ」（1 節）と勧めます。この「覚えよ」ですがヘ
ブル語で「ザーカル」と言います。覚えると聞くと、知識を偏重する日本
人の感覚からすると「記憶する」という意味にとれますが、この場合は「心
の中に留める」とか「思い起す」という意味で、もっと人格的意味合いが
あります。つまり、私たちが『創造者を常に心に留め、思い起して、人格
的交わりを保つように』という勧めなのです。申命記 8：18 では、この
語を新共同訳「思い起こしなさい」、新改訳「心に据えなさい」と訳して
いるのが参考になると思います。最初から神を信じているユダヤ人にとっ
て、神を「思い起こし」、心の中心に神を「据え」ればよいのかもしれま
せんが、創造者なる神を知らない日本人にとっては、そのような神がまず
は「存在する」ことを知り、その神を信じて自分のすべてを委ね、その神
に心の王座を明け渡し、自分の心の中心に据えて、日々を生きるという、
この語の真の意味を理解して受け入れる必要があります。新しい年を迎え
ました。昨年、私たちはいろいろな経験をしてきました。もちろん、多く
の恵みを経験し、感謝にあふれる年でした。しかし、不安を感じたり悲し
みも経験したと思います。そんな時こそ、「自分」ではなく「神」を心の
中心に据えるのです。伝道者の教えの結論は、日の下の人にとってのすべ
ては、神を恐れることと、神の命令を守ることだと言います。神がすべて
のわざについてさばかれるからです。人生を価値あるものとして生きる秘
訣は、神から受ける報いに期待し、神を恐れ、神の命令を守って生きるこ
とです。人間の力では可能なことよりも不可能なことのほうが多いことを
知り、神さまと関係の無いこの世のものはすべて空しいということを覚え、
主にあって人生の希望を見出していきましょう！

牧 一穂 牧師
西嵜 芳栄 伝道師
岩﨑 祥誉 
辻 総一郎
a澤口 明子

  

　

1 月の誕生者
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　私たちは一人では何もできないと思いますが、世界を変えた
のはいつも一人の人の思いです。確かに一人ではできないが、
あなたと共にくびきを負って進もうとする方がおられ、そのか
たは命がけでこの世に生まれてこられました。それが 2000 年
前に起こったクリスマスのストーリーです。
組織や国家は大きな存在として時に私たちの心や考え方を支配
することがあります。会社に属していたり、地域の価値観、日
本の風習や考え方、今までの歴史・・・。しかし、私たちは当
たり前と思っているこのことを当たり前に続けていて良いので
しょうか？確かに今までそれによって成されてきた営みがあり
ます。しかしそんな歴史の中で、いつも勇気を持って志を受け
た人、または、何かおかしいのでは？と疑念を感じた人が立ち
上がって世界を変えてきました。
マルコ 4：20　『良い地に蒔かれるとは、みことばを聞いて受
け入れ、30倍、60倍、100倍の実を結ぶ人たちです。』
マルコ 4：21　『また言われた。「あかりを持って来るのは、枡
の下や寝台の下に置くためでしょうか。燭台の上に置くためで
はありませんか。』
マルコ 4：22　『隠れているのは、必ず現れるためであり、お
おい隠されているのは、明らかにされるためです。』
あなたの心に与えられた光は、私たちがその光を燭台の上に置
くためだったとこの箇所で言われています。

　いまから数千年も前、モーセは神さまを礼拝するために幕屋
を建てました。幕屋は三つの構造でできていました。聖所と至
聖所はジュゴンの革で覆われている真っ暗な部屋です。2000
年前、イエス・キリストは、家畜小屋で生まれました。感謝し
て入ることができない、喜ぶことができない私たちがいる、先
が見えない真っ暗な場所で、光になるために、家畜小屋で生ま
れたのです。私たちの心の深いところにある古い価値観の傷つ
いた心を照らすためです。そして幕屋には庭があります。庭を
覆う壁がありました。そして、入り口に “感謝の門” という門
がありました。ダビデは、感謝しつつ主の門に喜び歌いつつ主
の大庭に入れ、と言っています。そして、イエス・キリストは、
狭い門から入りなさい。滅びにいたる門は大きく、それを見出
すものはまれである。と言いました。すなわち、私たちの人生で、
感謝することはむずかしいのです。とても感謝できない状況の
時に感謝しなさいと神さまは言われているのです。
なぜ私たちが進む道は暗やみなのでしょうか。それは、私たち
が見る目を失っているからです。だから、目がある者は見出す
ことができる、と言っているのです。そこで感謝して主の門に
入った人は、次に進んで行くのです。次に進むには、また大き
な壁があります。
　自分の人生の歩みを振り返ってみませんか？その人生にはた
くさんのことがあったでしょう。もしかしたら、それによって、
今、あなたの心に闇があるのかもしれません。しかし、そこに
光をともすために来られた人がいるなら、迎えることはできま
せんか？あなたは、本当は大事だったものを壊してきませんで
したか？本当は大事にしたかったものを傷つけてこなかったで
しょうか？人はしたいと考えることができなくて、ことさらし
たくないことを行なってしまう、とローマ人の手紙に書かれて
います。
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16:30~ASE

16:30~ASE
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さいごに

10 日   小林博子   
12 日   三村路子
15 日   小林豊子
             
             

6 日   古谷裕美 
           日名薫
9日   金森清子

              
             

20 日   眞砂仰
21 日   淺野主眞
23 日    平澤瞳

               　 

1 日   小根久保ゆう太
4日   森脇遼太
5日   牧結果子
           西嵜一喜

             
16 日   田中順子
17日   山本真理
             秋山恭子
            

早天祈祷会6：00~

セル祈祷会

20：00~県北祈祷会

小林博子

山本真理 秋山恭子

小根久保ゆう太

小林豊年

金森郁子

田中順子

平澤瞳 鈴木たかよ

牧結果子 西嵜一喜

三村路子

藤原ふきこ

古谷裕美 日名薫

眞砂仰

 

淺野主眞

大島泰子 藤原久美子 

イエス・キリストは、人知れず家畜小屋で生まれ、人の数
にも数えられず、エジプトに逃れ、命を狙われながら、し
かし、十字架の道にむかって行ったのです。その時人々に
は理解されませんでしたが、最後に人々はそれが自分への
愛だと知るのです。
私たちがとるべき行動は何でしょうか？まだ、あなたは、
人のせいにして、自分のせいにして生きますか？それとも
今日、神さまの前に立って、「私は何をすればよいでしょ
うか？」「この暗闇の中で、どこへ進めばよいでしょうか？」
「もしあなたが光なら、私の心に光をともしてください。」
と祈ることもできるのではないでしょうか。
一人の人が、あなたのために死にました。でもあなたは、
まだ心を頑なにしますか？いろいろな価値観、知識、経験、
文化があるでしょうが「感謝しつつ主の門に」です。私た
ちは素直になることができるのです。「神さま、私の人生
をあなたにゆだねるので、今日、私の心に光をともしてく
れませんか。」と祈りませんか。もし、あなたが祈ること
ができれば、あなたの心の光が多くの人の心にともるクリ
スマスになるかもしれません。

：

　先日、喉に炎症を起こし、一週間以上声が出なくなりました。こんな
に長い期間声が出ないと言う経験は初めてのことでした。この期間の中
で私の心には様々な葛藤が起こりました。自分が与えて頂いている役割
を果たすことができなくなった時、急なことにもかかわらず教会の家族
が本当に助けてくださいました。それなのに、迷惑をかけてしまってい
ると罪悪感を感じ、自分を責める心が湧きました。そんな中で、「奥義」
ということがメッセージで語られました。まさに、自分を責める対話は
私の中にある「奥義」つまり、悪魔と密談をしているブラックボックス
だったことが照らされました。神様は、イエス様を見て、それを捨てる
ことを願ってくださっているのだと感じました。そして、このブラック
ボックスを捨て、ただ素直に教会の家族の愛を両手を広げて受け取りた
いと願った時、愛が私の両手の中にたくさん注がれてくるような感覚を
感じました。少し前に礼拝の中で証しをさせて頂いた時に、自分には本
当にたくさんの愛が神様からも教会の家族からも注がれていることはわ
かっているのに、その愛を受け止めることができない、まるで自分の両
手がなくなったような感覚があり、そんな自分を責めるユダの心と戦っ
ているということをお話ししましたが、見えなくなっていた自分の手が
見えるようになってきた…そんな感覚を覚えました。神様はマイナスに
見えるこの状況を良いものへと変えてくださる愛のお方なのだというこ
とを感じました。こんなにもたくさんの愛を注ぎ続けてくださる神様に、
教会の家族に心から感謝し、両手を広げて愛を受け取ります。

『神を愛する人々、すなわち、神のご計画に従って召された人々のため
には、神がすべてのことを働かせて益としてくださることを、私たちは
知っています。』ローマ９：２８
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行司 伝道師
日名 洋
李 雋英
a牧 希穂乃
全本 みどり
辻 総一郎
淺野 恵子
山本 麻美
日名 陽子
神達 良子
山本 洋子
永井 比和子
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聖 日 準 備
（ 消 毒 ）

食 事
片　付　け

：
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教会チーム

各　自

各　自

19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

「すべての人を照らす真の光」
マルコ4 : 20 ~ 2１

幕屋

クリスマスの奇跡

 元　旦　礼　拝 元　旦　礼　拝

スペシャルサタデー

25 日    鈴木たかよ
31 日    藤原ふきこ
28 日    大島泰子
              藤原久美子
              

               　 

KiKi さんゴスペル
じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

ユース礼拝17：00~
サンデーキッズﾞ15：00~

ドリーム礼拝

元旦礼拝

新年礼拝
サンデーキッズﾞ15：00~

ユース
学び＆新年会


